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Abstract: ‘English Village’ is a large educational facility where people study English by 
monolingual method instructed by native-speakers under the circumstance similar to an 
English-speaking country. As Japan hosts the Tokyo Olympics in 2020, English language 
education is a key for demonstration of good hospitality to visitors outside the country. 
After ‘English Village’ movement in South Korea, corporations now build it in order to 
promote English language education in Japan. In this investigation, the author and her 
seminar students conducted fieldwork using action research technique: they visited four 
actual sites, received lessons and interviewed staff there. 




















 一方、日本では 2020 年にオリンピックが開催されることもあり、ここ近年次々と民間主
体の英語村がオープンされている。本稿は、ゼミナール学生との共同研究 1 によるアクショ
ンリサーチを元に、日本各地でオープンされた「英語村」の実態調査の報告である。学生と
ともに大阪府「OSAKA ENGLISH VILLAGE（略称 OEV）」、東京都「Tokyo Global Gateway
（略称 TGG）」、福島県「British Hills（略称 FBH）」、ならびに静岡県「Language Village（略
称 SLV）」の四カ所に赴き、学生が実際のレッスンを受講する傍ら、筆者は英語村担当者へ


















































 1. レッスン内容 
 2. 英語村に付随する「文化」の扱い 
 3. 英語指導者の質の保持 
 4. （オリンピック後の）英語村維持の方策 
 レッスンに関しては、ゼミナール学生が大学生から社会人向けの、主に初心者から中級者
用プログラムを一日～二日分受講した。TGG は午前と午後の一日プログラムを受講し、OEV







 2018 年 10 月から 2019 年 12 月にかけて、東京グローバルゲートウェイ（TGG）とオオサ
カイングリッシュビレッジ（OEV）にはゼミナールの三年生と四年生が一回ずつ訪問し、ま
た福島県のブリティッシュヒルズ（FBH）と静岡県のランゲッジビレッジ（SLV）は四年生
が一名ずつレッスンを受講した。OEV と TGG は比較的町中で駅のそばにあるのに対し、




訪問日時：2019 年 9 月 1 日、2 日 
住所：大阪府吹田市千里万博公園２−１（EXPOCITY 内） 
インタビュー対象者：道海 望氏、広川 愛美氏 
調査者：大場 智美、小野澤 好、川村 健太郎、橋本 眞士、村田 泰佑 
 











設立年度 2015 年 
大きさ 約 4,845 ㎡（4,844.99m2）(EXPOCITY 八つの大型エンターテイメント施設の
うちの１つ) 
営業時間 10:00-18:00 
運営会社 株式会社 YBM JAPAN（韓国の外国語教育会社 YBM の傘下） 
利用料金 1 レッスン 1,500 円（税抜）（レッスン受講数などによって変動あり） 





がら、疑似的に観光に関する英語を教えていく。1 レッスンは 30 分間で、入場者は当日の
スケジュール表を参考に受講したいレッスンを受けにその教室に行くシステムである。 








写真 2. OEV の「White House」 
 








 OEV の存続に関しては、詳細は後述するが TGG とは異なり期限を設けていないとのこと
である。利用者の 76 パーセントが小学校～高等学校であり 3、大阪近隣の学校機関が多い。
筆者たちが調査を行った日にも小学校や中学校から学年単位で団体利用している姿が見ら







訪問日時：2018 年 10 月 21 日 
住所： 東京都江東区青海２丁目４−３２ タイム２４ビル 
インタビュー対象者：谷口 正一郎氏 
調査者：大場 智美、久住 祐葵、佐藤 海人、坂本 貴彦 4 
  
表 2. TGG 概要 
設立年度 2018 年 
大きさ 約 7,000m2 
営業時間 9:00～17:00（指定の休館日、年末年始を除く） 
政策連携 東京都教育委員会 
運営母体 株式会社 TOKYO GLOBAL GATEWAY 
＊学研ホールディングス・市進ホールディングス・エデューレエルシーエ
ー・一般財団法人英語教育協議会、博報堂 DY ホールディングスの 5 団体が
東京都教育庁との政策的連携に基づき、株式会社 TOKYO GLOBAL 




株式会社 TOKYO GLOBAL GATEWAY による民間サービスとして企画・
販売を行っている。 
利用料金 学校利用料 半日プラン (3.5h) 3,500 円，終日プラン (7h) 6,800 円 
一般個人利用については，プログラムによって異なる。 も利用者が多い、
アトラクションエリアを楽しむプランは，2 時間 3,500 円 (保護者入館料 1
名 1,000 円)  
＊上記利用料金は 2020 年 1 月時点 (税別) 
収容人数 約 900 名 ＊ただし，同一時間帯に収容できる運営適正人数  
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10：00～11：00 AT エリア（キャンパスゾーン）体験 
11：00～11：30 AI エリアで株式投資体験 
11:30～12:00 エージェントとレッスンの振り返り 
13：00～14：00 昼休み（各自弁当を持参し TGG 内で食事） 
14：00～15:30 全体のフィードバックおよび職員からの聞き取り調査 
 













訪問日時：2019 年 9 月 3 日 
住所： 福島県岩瀬郡天栄村大字田良尾芝草１−８ 
インタビュー対象者：久保田 徹氏 
調査者：大場 智美、佐藤 海人 
 
 表 4. FBH 概要 
設立年度 1994 年 
大きさ 241,256 ㎡ 
営業時間 宿泊型研修施設、年中無休 
運営会社 学校法人佐野学園（株式会社ブリティッシュヒルズ） 
利用料金 一泊 2 日食事付 50,000 円より（Highland Life 大人向け個人研修料金） 
収容人数 279 人（うち研修客 198 人、一般客 81 人） 
 








































訪問日時：2019 年 12 月 3 日 
住所： 静岡県富士市大淵４２６５−１ 
インタビュー対象者：秋山 昌広氏 
調査者：大場 智美、坂本 貴彦 
 
 表 5. SLV 概要 
 
設立年度 2004 年 
大きさ 約 16,530m2 
営業時間 宿泊型研修施設、年中無休 
運営会社 大芳産業 
利用料金 一泊 2 日食事付 29,700 円より（プログラムによる） 
収容人数 約 50 名 
 
  新幹線の新富士駅からバスで約 40 分、富士山のふもとに SLV はある。建物は 5 階建て
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人」とは異なる。レッスン時間は 30 分から 長 2 時間程度と施設によって違いはあるもの
の、ある場面を設定し（例、銀行で両替する、病院で症状を説明するなど）、実演すること
で英語を使用する教授法を用いていた部分は共通している。 
































 写真 6. FBH 学生が制作したジュエリー 
 





1～5 名程度）からこそ実現可能なシステムなのかもしれない。                 
103 
 2019 年度に新しく出来た TGG の「オトナ TGG プログラム」を受講した学生四名 7 によ













































  2019 年 12 月現在、Google で「英語村 日本」と検索すると、既出の英語村の他に佐世保
のハウステンボス（遊園地）内で運営されているイングリッシュ・スクウェアや、群馬県前






































 写真 8. OEV のタイムズスクエアで雰囲気  




1.  2019 年度多摩大学グローバルスタディーズ学部共同研究。共同研究者は大場智美ゼ 
  ミナール４年生、久住祐葵、佐藤海人、坂本貴彦、ならびに３年生小野澤好、川村健 
  太郎、橋本眞士、村田泰佑。 
2. 株式会社 NOVA。 
3.【施設概要】 オオサカイングリッシュビレッジ（略称 OEV） 
  https://englishvillage.co.jp/pdf/group/school/01_outline.pdf 
  終閲覧日 2019 年 12 月 30 日 
4. その他、当時 4 年生ゼミナール所属の 3 名も含まれる。 
5. プログラム受講者は小野澤好、川村健太郎、橋本眞士、村田泰佑。 
6.  Teaching English to Speakers of Other Languages の略。非英語話者に英語を教える教授法。 





 今回の研究調査にご協力頂いた OSAKA ENGLISH VILLAGE 職員の道海 望氏、広川 愛
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付録２ FBH Highland Life レッスンスケジュール（サンプル） 
 
